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8 年前，東京での 56年ぶりの開催が決まり，熱狂
的な盛り上がりをみせていたことがまるでウソのよう
にオリンピック東京 2020 が閉幕しました。本誌がお
手元に届く頃にはパラリンピックも閉幕していること
と思います。それにしても，コロナ禍でなければどん
な展開になっていたことでしょう。「たら」「れば」を
言い出したら切りがありませんが，それでも 4年に 1
度のスポーツの一大イベントを無事終えることができ
たことに，関係者はさぞ安堵したことでしょう。その
代償としてコロナウイルス感染が収束していないでは
ないかという議論もあるようですが，皆様はどのよう
にお考えでしょうか。
自分は前回の東京オリンピックを断片的ながらリア
ルに記憶している最若年世代と思われますが，今回，
無観客開催になったにもかかわらず無駄に祝日が設け
られたオリンピック開催期間中，TV観戦の合間に市
川崑監督の手による前回の東京オリンピックのドキュ
メンタリー映画をプライムビデオで視聴しました。画
面から伝わる高度経済成長の入り口に立った頃の日本
の持つエネルギーと会場内外の国民の熱狂ぶりが，今
回のクールに終了した東京 2020 とのコントラストを
否が応でも浮かび上がらせ，何とも切ない感覚を抱か
ずにはいられませんでした。

さて，今月の特集は眼科における生理機能検査の復
習とアップデートです。最近は何かと光干渉断層計
（OCT）に注目が集まりがちで，機能検査が軽視され
るとは言わないまでも以前より実施される機会が減っ
ているような気がしますので，是非とも知識をリ
ニューアルする機会にしていただければと思います。
綜説では誰もが悩まされているであろう強度近視と

緑内障の関係について，新田先生からわかりやすく解
説していただきました。クリニックでもできることと
して，強度近視の場合は視神経乳頭の写真をしっかり
撮って記録に残しておくことが重要のようです。ま
た，今回から新たな試みとして，ウェットラボでの実
習に役立つ豚眼の解剖シリーズが始まりました。
ウェットラボと言えばテクニカルな側面にばかり関心
が向けられがちですが，ベースにある組織学的背景に
思いを馳せることは大切であり，研修中の先生には是
非とも目を通していただきたいシリーズになりそうで
す。
年に 2回は順番が回ってくるこの編集後記ですが，
次回までには何とか東京でも市中で普通に呑める状況
になっていることを切に願っています。
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